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論 文 内 容 の 要 旨
卵白アルブミンによって家兎を感作し, 抗体価の充分上昇 した後, 同一抗元による皮膚の A rthus 現象
を観察した｡ そうして感光色素ル ミンまたはプラトニンを附加投与する時, A rthus 現象の発現にどのよ
うな影響が現われるかを観察したのであるo その結果､ 次のような成績を得た,
まず, 感光色素ル ミンまたはプラトニンの添加投与は明らかに抗体価の上昇を促進する｡ すなわち肉眼
的観察上, 感光色素ル ミンまたはプラトニンの附加投与は A rthus 現象の発現を著明に促進し, またその
終恩を早 くする｡ そうして A rthus 現象による組織障害を質的に強烈ならしめる反面, 量的にはその広豪
を狭小ならしめ限局的ならしめるのをその特徴とする｡
病理組織学的検索の結果も, A trhus 現象の病像は全 く肉眼的観察所見とよく相照応するところのもの
があり, 感光色素の附加投与により A rthus 現象の発采に基づく組織的病像は一般的に早 く現われ, 強く
認められ速やかに終末に至る｡ すなわち, 感光色素添加投与群において浮腫, 膨化は早 く現われるが範囲
が狭く, 出血壊死は対照よりも遠 く現われ, 限局的傾向が著明である｡ ところがこれにひき続いて起こる
壊死巣の凝縮乾燥による痴皮形成, およびそれの分離, 脱落 したがって上皮の周閉よりの再生伸長による
表皮の修覆補綴, ならびに深層における肉芽組織増生などは感光色素添加投与群において早 く完了する｡
これを端的に言えば, 感光色素の投与は A rthus 現象の発乗を増強促進するが, 同時にこれを局在せ し
める傾向が著しく, さらにそれの結果として発来する組織障害の回復, 創傷治癒を促進するということに
なる｡
以上蕃嬰するに, 感光色素は A rthus 現象の発来を初期において促進増強せ しめ, これを限局化する傾
向が強く, さらに末期に近づくにつれ痴皮形成,肉芽形成を促進 し病巣の分画,離脱を速やかならしめると
いうことになる｡ そこで感光色素が A rthus 現象を強烈にするということと, その終塩を促進するという
こととは一見矛盾撞着するごとくであるが, 実はこれは決してそうではない｡ 慎重に A rthus 現象なるも
のの生物学的意義を吟味検討するならば, これは二にして- なる感光色素の作用を包括 しているものであ
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るO すなわち, われわれは A rthus 現象なるものを分折的にこっに分けて考えなければならないのである｡




処を犠牲にして全体を救うという生物学的意義を持つO』 と主張提言した R tssle の古典的命題をしみじ
みと思い出さざるを得ないのである｡ 感光色素は正にこのような意味において個体の防衛力を増強せしめ
ているものであると言わねばならぬ｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は卵白アルブミンによって感作せられた家兎が, 同一抗元によって皮膚に A rthus 現象を惹起せ
しめられた場合, これに感光色素 Lum in または Platonin がいかなる影響をおよぽすものであるかを実
験的に研究観察したのである｡
従来感光色素が A rthus 現象におよぼす影響についての研究は一, 二試みられているが, これを促進増
強する面と, これを軽減抑制する面とが徽妙にからみあって, 現象的に矛盾撞着する点が多いように考え
られていたのであるが, 著者はこれを文献的に考察し, 理論的に勘案し, 分析的に理解 し, たんに感光色
素が A rthus 現象におよぼす影響を皮相的に解釈するだけでなく, 広くこれを基盤としてアレルギーなる
ものの本態把握に重要な貢献をしたのである｡
すなわち感光色素 Lum in または Platonin の添加投与は明らかに抗体価の上昇を促進し, また A rthus
現象の発現をもしたがって促進するが, その終偲は早 くなる｡ そうして A rthus 現象による病変- 組織
障害は質的に強烈ならしめられるが, 反面質的にはその広蓑を狭小ならしめ限局的ならしめるのを特徴と
する｡ 病理組織的検索の結果も, さらに Phosphatase などの組織化学的所見もこれらの成績を裏書してい
る｡
これを端的に言うならば, 感光色素がアレルギーにおよぼす影響を考察するにあたっては, アレルギー
そのもの, 抗元抗体反応としての A rthus 現象と, 今一つそれの結果として生じた組織障害の治癒という,
これら二つの事柄に分析して観察しなければならないということを示唆しているのであって, アレルギー
の本態解明に重要な指標を与えているものと言わなければならない｡
以上のごとくにして, 本論文は医学博士の学位論文として十分なる価値あるものと認める｡
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